
厚生委員会情報連絡 

令和２年１２月１１日 

情報連絡事項 頁 

（１）「居場所を兼ねた学習支援」事業委託の事業者の選定結果について ・・・・・２

（２）児童扶養手当・特別児童扶養手当における所得額の計算方法の変更について  ５ 

（３）「令和元年度足立区福祉１１０番（年次報告書）」の発行について ・・・・・６

（福 祉 部） 



厚生委員会情報連絡一覧表 

件  名 内  容 日時及び

場所 

ＰＲの

方法 

１ 「居場所を兼

ねた学習支援」

事業委託の事業

者の選定結果に

ついて 

 

所管課 

【くらしとしごと

の相談センター】 

家庭での学習が困難な子どもたちに、家庭に代わる

学習の場所と安心して過ごせる場所となる「居場所を

兼ねた学習支援」施設（区内北部地域）の令和３年度か

ら７年度までの委託契約について、公募型プロポーザ

ルにより以下のとおり事業者を選定した。 

１ 選定事業者 

認定特定非営利活動法人カタリバ 

杉並区高円寺南３－６６－３ 

高円寺コモンズ２Ｆ 

２ 選定経過 

（１）第１回選定委員会 

令和２年７月１４日（火） 

スケジュール、公表書、評価基準等について審

議した。 

（２）第２回選定委員会（第１次評価） 

令和２年９月１１日（金） 

書類審査。参加表明者２者を審査し、提案書提

出者として選定した。 

（３）第３回選定委員会（第２次評価） 

令和２年１１月６日（金） 

プレゼンテーションと質疑応答。提案書提出者

２者から１者の提案書を特定した。（第２回選

定委員会（第１次評価）の審査結果とは切り離

して採点）審査結果は別紙１「足立区居場所を

兼ねた学習支援事業委託 提案書特定結果（第

２次評価）」のとおり。 

３ 委託契約期間（予定） 

令和３年４月１日から令和８年３月３１日 

４ 提案価格 

１６３，９８９，１００円（５年間、税込み） 

５ 提案概要 

（１）学習支援 

ア 寄り添い型学習による基礎学力の向上、学習

習慣の定着 
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イ 定期テスト対策、高校受験対策、模擬試験の 

実施 

（２）居場所支援 

ア 地域団体、企業、町会・自治会との協力・連

携による体験活動の実施 

イ 子ども食堂やＮＰＯとの連携した食の提供 

ウ 高校生への自習スペースの提供 

６ 今後のスケジュール（予定） 

（１）令和３年１月下旬 

契約仕様書の作成、契約請求 

（２）令和３年４月１日 

委託契約締結、業務開始 
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足立区居場所を兼ねた学習支援事業委託　提案書特定結果（第２次評価）

業者名 業者名
第一順位 第二順位

1 業務の理解度
業務の理解度は十
分か 120 120 113 108

2
業務実施体制、手
順は妥当か 60 57 50

3
課題を的確にとらえ
ているか
解決策は具体的か

60 53 50

4

独創性があり、現実
的か
今後の発展性があ
るか

60 53 52

5 採用手法は妥当か 60 50 48

6 安全・衛生面の配慮

安全・衛生面の配慮
しているか
緊急事態に備えて
いるか

30 30 25 25

7 コスト
提案見積価格は妥
当か 60 60 30 30

8
特定テーマに対する
取組み姿勢

地域・関係機関等の
調整役となり、事業
展開をしているか

30 30 29 27

9
質問を理解し、的確
に答えているか 30 28 23

10
説明が論理的で、
説得力があるか 30 30 24

11
冷静に説明、回答し
ているか 30 29 25

12
提案書・プレゼン
テーションに誤りは
ないか

30 26 26

- 600 523 488

説明 加点基準

1 区内業者加算 区内業者
区内に本店があり、対
象業務区域が区内で
あるか

区内に本店があり、登
記しているか 5% - 0 0

2 区内業者加算 区内業者
区内の支店があり、対
象業務区域が区内で
あるか

区内に支店があり、登
記しているか 3% - 0 0

523 488

1 2
※提案書提出者選定結果（第１次評価）の得点は評価点に加点しない

Ｂ者

得点

配点
項番

評価項目 認定特定非
営利活動法
人カタリバ分類 指　　　　標

業務実施方針の的確性

事前準備（拠点施設等の準備、引継体制）、
実施体制（人員配置、運営体制）、業務内容
に必要な事項の理解度

支援対象者の課題の把握方法の的確性
解決に向けた提案の具体性

得点
分類

合　　　　　計

対象業務名
足立区居場所を兼ねた学習支援事業委託

提案の独創性・実現性
提案の今後の発展性

提案・手法の先駆性
他の団体の模範となる提案

総　　　　　計

順　　　　　　位

240

120

安全面、衛生面の配慮
緊急連絡体制、マニュアルの有無

提案見積価格

関係機関等の業務内容の理解度
地域づくりを意識した提案

プレゼンテーションにおける説明能力や業務
への意欲、論理性、態度、資料の正確性等

項番
評価項目

加点

提案内容の的確性

プレゼンテーション
質疑応答

別紙１
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厚生委員会情報連絡一覧表 

 

件  名 内  容 日時及び場所 
ＰＲの 

方法 

２ 児童扶養手

当・特別児童

扶養手当にお

ける所得額の

計算方法の変

更について 

        

所管課 

【親子支援課】 

１ 概要 

平成３０年度税制改正により、令和３年度個人住

民税から給与所得控除・公的年金等控除について

１０万円引き下げるとともに、基礎控除を１０万円

引き上げることとされた。 

これに伴い、所得情報を活用している児童扶養手

当・特別児童扶養手当において、給与所得の金額及

び公的年金等に係る所得金額の合計額から１０万

円を控除することとし、税制改正に伴う不利益が生

じないよう措置する。 

 

２ 各手当の変更月 

（１）特別児童扶養手当 

   令和３年８月分手当から 

（２）児童扶養手当 

   令和３年１１月分手当から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・あだち

広報及び

区ホーム

ページに

掲載予定 
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 一 覧 表 
 

件    名 内    容 日時及び場所 ＰＲの方法 

３ 「令和元年度足

立区福祉１１０

番 （ 年 次 報 告

書）」の発行につ

いて 

 

 

所管課 

【高齢福祉課】 

【足立区社会福祉協議

会】 

足立区福祉サービス苦情等解決委員会が

令和元年度に審議した苦情・相談結果をま

とめた報告書を発行する。（別添「令和元

年度足立区福祉１１０番（年次報告書）」

参照） 

 

１ 令和元年度の苦情・相談件数 ２０件 

 （内訳） 高齢         ７件 

      障がい       １１件 

      保育            １件 

      学童            １件 

※ 苦情の発生原因や事例を通じて福祉

サービス事業者が問題点を理解し改善

に取り組めるよう、本年次報告書では

最近の傾向を分析し、類似点の多い事

例（４事例）を取り上げた。 

 

２ 発行部数 

  ２,０００部 

  ※ 次年度以降は紙媒体で配布する数を

精査し、配布方法の見直しを行う。 

 

３ 配付先 

区内介護事業所、障がいサービス事業

所、保育園、学童保育室など、関係機関に

配付する。 

 

 ・あだち広

報（１２／ 

２５号）及

び区ホーム

ページに掲

載 
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